
し
か
し
こ
の
よ
う
な
何
ら
信
遇
す
べ
き
根
拠
を
持
た
な
い
説
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
所
謂
郷
土
史
家
と
称
さ
れ
る
人
た

ち
ま
で
も
信
ず
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
が
あ
た
か
も
定
説
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
年
を

経
る
に
従
っ
て
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
っ
て
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
も
し
刊
行
物
の
中
で
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

１
、
は
じ
め
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
放
送
局
か
ら
昭
和
五
十
六
年
九
月
三
日
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
病
」
と
題
す
る
テ
レ
ビ
番
組
が
放
送
さ
れ
た
。

内
容
は
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
山
形
県
庄
内
地
方
の
酒
田
で
娼
獺
を
極
め
、
従
来
全
く
病
名
が
不
詳
と
さ
れ
て
い
た
疫
病
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」

を
狂
犬
病
で
は
な
い
か
と
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
東
北
地
方
の
疫
病
流
行
史
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
著
者
も
、
テ
レ
ビ
の
中
で
二
分
程
オ
シ
ャ
ラ
ク
は
狂
犬
病
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
他
の
流
行
性
伝
染
病
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
テ
レ
ビ
放
送
を
観
た
同
地
方
の
郷
土
史
家
や
一
般
の
方
々
と
話
す
機
会
を
持
ち
、
こ
の
方
“
が
い
ず
れ
も
オ
シ
ャ
ラ
ク
が
狂

犬
病
で
あ
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

単
な
る
一
地
方
の
、
し
か
も
過
去
に
流
行
し
た
一
疫
の
診
断
が
何
で
あ
っ
て
も
、
数
千
年
の
医
学
の
歴
史
か
ら
考
え
れ
ば
、
取
る
に
足
ら
な

い
極
め
て
些
細
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

研
究
ノ
ー
ト

牙
シ
ャ
ラ
之
狂
犬
病
説
に
対
す
る
疑
義

繩
癖
牽
樫
罐
識
壗
壁
一
存
準
堯
鋸
昭
和
五
十
九
年
一
月
十
七
日
受
付

松
木
明

知

（60） 308



改
め
て
そ
れ
を
反
証
す
る
た
め
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
不
可
能
と
な
る
場
合

す
ら
あ
ろ
う
。

こ
の
文
献
は
同
地
方
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
は
必
須
と
さ
れ
る
も
の
で
、
信
頼
性
の
高
い
史
料
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
三
千
人
と
い
う
病
死
者
に
つ
い
て
は
、
一
考
を
要
す
る
と
は
言
う
も
の
の
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」
と
称
す
る
疫
病
が
酒
田
地
方
に
蔓

延
し
て
、
相
当
の
死
者
を
数
え
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」
と
は
遊
女
を
意
味
す
る
同
地
方
の
方
言
で
あ
る
。

２
、
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」
の
出
典

山
形
県
庄
内
地
方
の
酒
田
で
、
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」
と
呼
称
さ
れ
た
疫
病
が
流
行
し
、
多
数
の
人
々
が
病
死
し
た
と
い

（
１
）

う
。
こ
れ
は
同
地
方
の
歴
史
を
伝
え
る
「
夢
宅
年
代
記
」
の
同
年
の
条
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

享
保
七
年
壬
寅
年
春
中
よ
り
疫
病
は
や
り
酒
田
在
郷
に
て
死
人
数
不
知
名
付
て
「
お
し
や
ら
く
」
病
と
い
へ
り
酒
田
に
て
死
人
三
千
人
に

告
さ
れ
た
。

３
、
オ
シ
ャ
ラ
ク
狂
犬
病
説
の
提
唱

（
ワ
ム
）

昭
和
五
十
六
年
五
月
五
日
付
の
「
山
形
新
聞
」
は
、
当
時
北
里
大
学
獣
医
学
部
の
四
年
生
（
現
同
大
学
院
学
生
）
で
あ
っ
た
山
口
敏
郎
氏
の
研

究
を
伝
え
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
同
地
方
に
狂
犬
病
が
発
生
し
た
こ
と
を
示
す
左
の
史
料
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
も

（
３
）

二
十
年
も
前
に
発
生
し
た
オ
シ
ャ
ラ
ク
を
狂
犬
病
で
あ
っ
た
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
山
口
氏
ら
に
よ
っ
て
リ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ら
れ
報

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
著
者
は
、
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」
狂
犬
病
説
の
根
拠
は
極
め
て
薄
弱
な
も
の
で
あ
り
、
診
断
は
未
だ
不
詳
と
す
べ
き

こ
と
を
提
唱
し
た
い
。

及
く
り
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第
四
に
オ
シ
ャ
ラ
ク
と
い
う
呼
称
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
し
享
保
七
年
の
疫
病
が
狂
犬
病
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、

病
犬
、
狂
犬
な
ど
犬
に
関
連
し
た
語
句
が
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

第
二
に
オ
シ
ャ
ラ
ク
に
言
及
し
た
記
事
中
、
病
因
、
病
状
と
し
て
狂
犬
病
に
特
有
な
も
の
が
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。

第
三
に
山
口
氏
ら
は
、
野
呂
元
丈
が
元
文
元
年
（
一
七
一
三
○
に
著
わ
し
た
「
狂
犬
咬
傷
治
方
」
の
中
の
「
そ
れ
狂
犬
の
人
を
咬
ふ
吾
邦
古

来
未
だ
こ
れ
を
き
か
ず
近
年
異
邦
よ
り
こ
の
病
わ
た
り
て
西
国
に
は
じ
ま
り
、
中
国
上
方
へ
移
り
、
近
ご
ろ
東
国
に
も
あ
り
」
の
文
を
解
釈
し

て
、
「
近
ご
ろ
東
国
に
も
あ
り
」
を
酒
田
に
お
け
る
享
保
七
年
（
一
七
三
一
）
の
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
し
た
。

こ
の
解
釈
も
誤
り
で
あ
り
、
東
国
は
何
も
酒
田
だ
け
に
限
ら
ず
、
こ
の
文
の
み
か
ら
は
、
享
保
七
年
と
い
う
年
代
と
関
連
づ
け
る
こ
と
も
不

可
能
で
あ
る
。

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

と
は
何
の
関
係
も
な
い
。

（
４
）寛

保
二
壬
戊
年
夏
中
よ
り
犬
人
を
か
む
其
疵
平
癒
し
て
三
十
日
四
十
日
と
云
へ
ぱ
又
候
再
発
し
て
死
す
酒
田
に
て
死
人
数
を
知
ら
ず

真
偽
は
別
と
し
て
、
こ
の
研
究
が
一
般
の
人
々
に
与
え
た
影
響
は
少
な
く
な
く
、
狂
犬
病
で
あ
る
点
が
世
間
の
耳
目
を
集
め
、
前
述
し
た
よ

う
に
四
ヶ
月
後
の
五
十
六
年
九
月
三
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
く
知
識
の
な
か
っ
た
郷
土
史
家
も
オ
シ
ャ
ラ

ク
狂
犬
病
説
を
是
と
す
る
風
潮
が
生
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

４
、
オ
シ
ャ
ラ
ク
狂
犬
病
説
の
誤
謬

前
述
し
た
オ
シ
ャ
ラ
ク
の
流
行
を
示
す
史
料
を
詳
細
に
読
ん
で
も
こ
れ
を
狂
犬
病
と
診
断
で
き
る
根
拠
は
何
も
な
い
。
．

第
一
に
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
酒
田
地
方
に
狂
犬
病
が
流
行
し
た
こ
と
を
論
拠
に
、
そ
れ
よ
り
も
二
十
年
も
前
の
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）

の
オ
シ
ャ
ラ
ク
を
狂
犬
病
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
全
く
誤
り
で
あ
る
。

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
は
す
で
に
酒
田
地
方
に
狂
犬
病
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
二
十
年
前
の
疫
病

（62） 310



（
５
）津

軽
地
方
で
の
流
行
の
記
録
を
見
て
も
「
享
保
九
年
弘
前
二
而
人
喰
犬
か
出
来
り
四
山
之
犬
喰
殺
（
築
木
館
留
帳
）
」
、
「
享
保
二
十
年
当
年
諸

国
共
犬
ノ
病
は
や
り
姥
死
犬
多
有
之
候
（
平
山
日
記
）
」
、
「
元
文
六
年
正
月
よ
り
犬
に
病
付
候
而
、
有
増
犬
絶
候
程
一
一
死
二
候
。
方
食
に
而
犬
二

喰
わ
れ
死
候
人
に
有
。
其
外
馬
並
狐
狼
等
も
病
と
見
え
多
く
所
を
二
而
死
（
永
録
日
記
）
」
、
「
宝
暦
六
年
二
月
御
運
送
方
野
里
村
只
六
病
死
（
病

犬
に
喰
わ
れ
病
死
之
よ
し
）
（
平
山
日
記
）
」
、
「
文
久
二
年
六
月
よ
り
犬
病
流
行
し
而
青
森
黒
石
杯
而
犬
数
十
疋
籠
候
よ
し
（
広
船
日
記
）
」
と
い
う
よ

う
に
、
少
な
く
と
も
津
軽
に
お
い
て
狂
犬
病
の
記
事
に
は
必
ず
「
病
犬
」
と
か
「
犬
」
の
語
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
地
方
で
も
同
様

で
は
な
い
か
と
思
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
酒
田
地
方
の
寛
保
二
年
の
流
行
に
つ
い
て
「
夏
中
よ
り
犬
人
を
か
む
」
と
「
犬
」
が
披
見
さ
れ
る
の

日
本
の
疫
史
を
通
覧
し
て
も
、
痘
瘡
、
麻
疹
な
ど
素
人
で
も
一
見
し
て
病
名
が
判
断
可
能
な
流
行
性
伝
染
病
に
対
し
て
は
、
俗
称
で
称
呼
さ

（
６
）

れ
る
こ
と
は
な
い
。
俗
称
で
呼
ば
れ
る
大
半
は
い
わ
ゆ
る
流
行
性
感
冒
で
、
富
士
川
瀞
の
「
日
本
疾
病
史
」
に
も
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

の
稲
葉
風
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
谷
風
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
御
猪
狩
風
、
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
の
薩
摩
風
、
文
化
五
年
（
一

八
○
八
）
の
ネ
ン
コ
ロ
風
、
文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
の
ダ
ン
ホ
ウ
風
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
津
軽
風
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
琉
球

風
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
ア
メ
リ
カ
風
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
津
軽
で
も
同
様
で
あ
り
、
例
え
ば
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
は
猿
風
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
六
月
に
は
、
ナ
ン

バ
ク
ロ
ロ
風
、
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
の
咳
気
は
ミ
カ
ン
風
が
知
ら
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
流
感
で
あ
っ
て
も
、
俗
称
で
呼
ば
れ
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
俗
称
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
は
病
因
や
流
行
状
況
や
当
時
の
社
会
的
出
来
事
な
ど
と
何
ら
か
の
関
連
を
有
す
る
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
私
ば
、
オ
シ
ャ
ラ
ク
の
呼
称
の
中
に
狂
犬
病
を
暗
示
す
る
痕
跡
す
ら
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

第
五
に
山
口
氏
は
、
「
享
保
七
年
寅
年
春
中
よ
り
疫
病
は
や
り
：
…
・
」
の
「
春
中
か
ら
」
と
い
う
語
句
は
、
犬
の
発
情
期
の
春
に
一
致
し
て

い
る
か
ら
、
オ
シ
ャ
ラ
ク
が
狂
犬
病
で
あ
っ
た
有
力
な
証
拠
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
春
か
ら
疫
病
が
流
行
し
て
も
こ
れ
は
何
ら
狂
犬
病
が
流
行

で
は
な
い
か
と
思
う
。

は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
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５
、
オ
シ
ャ
ラ
ク
の
本
態

前
述
し
た
よ
う
に
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
に
三
千
人
も
の
死
者
を
算
し
た
と
い
う
。
三
千
人
の
死
者
は
少
し
誇
張
が
あ
る
に
せ
よ
、
少
な

く
と
も
相
当
死
亡
率
が
高
い
疫
病
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
可
能
で
あ
る
。

（
８
）

現
在
伝
染
病
と
し
て
、
コ
レ
ラ
、
細
菌
性
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
痘
瘡
（
天
然
痘
）
、
発
疹
チ
フ
ス
、
し
よ
う
紅
熱
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
、
。
へ
ス
ト
、
日
本
脳
炎
、
マ
ラ
リ
ア
、
麻
疹
、
百
日
咳
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
黄
熱
、
破
傷
風
、
狂
犬
病
、
炭
疽
、

伝
染
性
下
痢
症
、
つ
つ
が
虫
病
、
フ
ィ
ラ
リ
ア
病
、
回
帰
熱
、
住
血
吸
虫
病
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
、
ら
い
、
結
核
、
梅
毒
、
淋
病
、
軟
性
下
宿
、
そ

伝
染
性
下
痢
症
、
つ
つ
が
虫
病
、
ヲ

け
い
り
ん
ぱ
内
踵
症
が
知
ら
れ
て
い

第
六
に
、
三
千
人
と
い
う
病
死
者
の
数
で
あ
る
。
狂
犬
病
は
狂
犬
病
に
罹
患
し
た
獣
の
咬
傷
に
よ
っ
て
伝
染
し
、
原
則
的
に
は
人
か
ら
人
へ

の
伝
染
は
し
な
い
。
三
千
人
と
い
う
病
死
者
の
数
を
直
ち
に
信
用
出
来
ず
、
多
く
て
も
数
百
人
の
病
死
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
数
百
人
の
人

間
が
狂
犬
病
に
罹
っ
た
犬
や
狼
な
ど
に
咬
傷
を
受
け
て
狂
犬
病
に
な
り
遂
に
死
亡
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

文
献
の
中
に
必
ず
や
「
病
犬
、
病
狼
に
噛
ま
れ
て
」
の
記
載
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。

非
常
に
多
数
の
死
者
を
数
え
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
オ
シ
ャ
ラ
ク
は
人
か
ら
人
へ
伝
染
し
た
疾
患
と
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。

以
上
述
べ
た
六
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
酒
田
地
方
で
娼
獄
を
極
め
た
オ
シ
ャ
ラ
ク
が
狂
犬
病
で
あ
っ
た
と
す
る
説

（
７
）

は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
白
井
恒
三
郎
も
そ
の
著
に
お
い
て
、
「
夢
宅
年
代
記
」
を
参
照
し
て
酒
田
に
お
け
る
寛
保
二
年
の
狂

犬
病
流
行
を
指
摘
し
た
が
、
享
保
七
年
の
オ
シ
ャ
ラ
ク
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。

し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
津
軽
で
の
例
を
示
す
と
、
元
文
六
年
の
犬
の
狂
犬
病
は
正
月
か
ら
流
行
し
始
め
、
文
久
二
年
に
は
六
月
か
ら
犬
の
間

に
狂
犬
病
が
見
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
犬
の
発
情
期
に
一
致
す
る
か
ら
と
て
、
春
に
流
行
し
た
疫
病
を
狂
犬
病
と
診
断
す
る
こ
と
は
当
を
得
て

I/、
v

な

い
0

る
○
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者
が
出
る
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
痘
瘡
、
麻
疹
な
ど
発
疹
が
あ
っ
て
素
人
に
も
一
見
し
て
見
分
け
ら
れ
る
疾
病
は
、
俗
称
で
呼
称
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
し

た
が
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
破
傷
風
以
下
の
伝
染
病
は
、
死
亡
率
、
伝
染
形
式
の
こ
と
か
ら
全
く
一
考
に
価
し
な
い
。
黄
熱
も
当
時
日
本
に
持
ち

込
ま
れ
た
形
跡
は
な
い
。
コ
レ
ラ
も
従
来
の
研
究
で
は
文
政
五
年
が
本
邦
に
お
け
る
最
初
の
流
行
と
さ
れ
、
単
に
一
地
方
に
お
い
て
の
朶
流
行

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
マ
ラ
リ
ア
、
百
日
咳
も
死
亡
者
数
か
ら
否
定
さ
れ
よ
う
。

残
り
の
伝
染
病
の
中
か
ら
早
春
に
流
行
し
始
め
、
し
か
も
大
流
行
を
来
し
や
す
く
、
さ
ら
に
多
数
の
死
亡
者
を
出
す
可
能
性
の
最
も
高
い
疾

患
を
選
択
す
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
に
は
な
い
。

（
９
）当

時
酒
田
は
日
本
海
海
運
が
盛
況
を
極
め
て
お
り
、
多
勢
の
他
国
の
人
間
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
人
が
花
街
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
持
ち
込
み
、
ま
ず
オ
シ
ャ
ラ
ク
が
感
染
し
、
そ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
酒
田
の
町
に
蔓
延
し
始
め
た
こ
と
が
最
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
す
れ
ば
当
然
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」
と
俗
称
が
生
れ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
す
れ
ば
ど
う
し
て
風
病
、
風
邪
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
問
が
起
こ
る
が
、
そ
の
症
状
に
よ

っ
て
異
な
っ
た
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
富
士
川
源
の
「
日
本
疾
病
史
」
に
引
用
す
る
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
三
月
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
わ
ず
か
一
ヶ
月
で
江
戸
で
八
万
人
の
死
者
を
算
し
た
が
、
単
に
「
熱
を
煩
う
病
人
多
く
」
と
記
さ
れ
、
何
ら
「
風
邪
」
「
風
病
」

「
咳
気
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
例
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
必
ず
し
も
「
風
邪
」
な
ど

と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
は
何
も
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
説
」
に
固
執
す
る
も
の
で
は
な
い
。

遊
女
を
意
味
す
る
オ
シ
ャ
ラ
ク
か
ら
梅
毒
な
ど
の
性
病
が
示
唆
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
性
病
に
よ
っ
て
短
期
間
に
少
な
く
と
も
数
百
人
の
死

６
、
オ
シ
ャ
ラ
ク
が
ど
こ
か
ら
伝
播
し
た
か

オ
シ
ャ
ラ
ク
の
正
確
な
診
断
は
さ
て
お
き
、
ど
こ
か
ら
伝
播
さ
れ
た
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
に
は
、
現
在
の
段
階
で
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
す
る
確
定
診
断
の
た
め
に
は
、
近
隣
諸
地
方
の
詳
細
な
疫
史
の
完
成
が
強
く
望
ま
れ
る
。

な
お
本
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
、
山
形
県
立
工
業
高
校
の
岩
田
明
氏
お
よ
び
北
里
大
学
獣
医
学
部
（
大
学
院
）
山
口
敏
郎
氏
よ
り
貴
重
な
資

料
を
戴
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

７
、
お
わ
り
に

享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
庄
内
地
方
の
酒
田
で
大
流
行
を
来
し
、
死
者
三
千
人
を
数
え
た
と
い
う
謎
の
疫
病
「
オ
シ
ャ
ラ
ク
」
は
一
部
に
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
狂
犬
病
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
年
代
、
死
者
数
、
名
称
な
ど
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
述
べ
た
。

は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
酒
田
を
中
心
と
す
る
と
く
に
西
の
地
域
の
享
保
年
代
の
詳
細
な
疫
史
が
完
成
し
て
い
な
い
た
め
で

あ
る
。
津
軽
地
方
に
つ
い
て
は
著
者
の
比
較
的
詳
細
な
疫
病
史
が
完
成
し
て
い
る
が
、
当
時
の
諸
般
の
状
況
か
ら
疫
病
は
東
漸
北
上
し
て
伝
播

し
て
い
っ
た
も
の
と
考
慮
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
各
地
方
の
詳
細
な
疫
史
の
完
成
が
必
須
で
あ

》
（
》
０

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

文
献

斎
藤
美
澄
編

山
形
新
聞

山
口
敏
郎
、

文
献
１
所
収

松
木
明
知

富
士
川
漉

白
井
恒
三
郎

明
治
前
津
軽
疫
瘤
史
松
木
明
、
松
木
明
知
著
続
津
軽
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
五
十
年
六
十
四
頁

日
本
疾
病
史
日
本
医
書
出
版
昭
和
十
九
年

日
本
獣
医
学
史
（
復
刻
版
）
文
永
堂
昭
和
五
十
四
年
一
九
○
頁

十
全
堂
誌
三
頁
明
治
四
十
四
年
所
収

三
四
五
二
六
号
昭
和
五
十
六
年
五
月
五
日

伊
藤
洋
一
狂
犬
病
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
北
里
大
学
獣
医
学
部
ク
ラ
ブ
活
動
レ
ポ
ー
ト
十
三
頁
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旨
昏
①
ｍ
冒
冒
頤
昌
弓
隠
》
四
冒
名
己
日
日
Ｃ
Ｏ
巳
篇
（
○
号
画
箇
穴
厘
〕
》
胃
①
ぐ
昌
昌
＆
乏
昼
①
ご
閏
旨
○
旨
い
号
⑦
胃
○
豆
①
９
，
鳥
回
国
）

曙
閏
口
四
ｍ
呉
四
頁
①
赤
。
冒
門
⑦
色
目
ｇ
ｏ
く
曾
計
胃
①
①
昏
○
目
闇
『
丘
冠
の
○
豆
①
島
＆
口
匡
①
５
昼
の
名
匡
自
己
。
、
旨
岳
曽
》
脚
目
ぐ
冒
○
‐

喝
四
日
目
①
弓
閣
員
］
凹
巳
⑦
凹
旨
・
胃
○
四
・
ｎ
秒
農
旨
乏
匡
ｏ
医
《
《
○
号
回
３
戸
目
〕
〕
芝
農
昌
色
ｍ
巨
○
い
＆
農
ず
く
号
○
耳
５
巨
四
．
○
吾
目
鼻
ロ

Ｇ

届
四
ミ
Ｏ
Ｈ
ｑ
坤
○
日
脚
ａ
巳
①
ｇ
ｏ
崗
計
医
①
、
四
声
四
国
島
異
国
ｇ
目
①
四
国
冒
四
で
尾
○
巽
』
冒
蔚
い
、

目
匿
い
ミ
闇
も
吋
○
も
○
ｍ
⑦
α
ず
く
夛
岸
．
昌
閏
目
四
四
５
臣
〕
ず
○
芝
①
ぐ
９
〕
ぽ
い
○
官
冒
○
国
乏
溺
ず
鼠
①
Ｑ
目
で
○
口
四
目
旨
Ｃ
Ｏ
島
①
ｇ
ず
く
も
○
‐

●

《
写
①
、
』
、
《
ケ
画
骨
一
画
①
命
で
一
匹
①
寓
目
』
。
Ｈ
巨
自
黒
毎
白
く
①
す
⑦
⑦
冒
琴
琶
竺
崗
○
も
彦
○
ご
詳
四
四
ｍ
凹
旨
○
（
写
⑦
埼
⑦
ご
』
皇
国
ご
日
○
も
馬
①
ぐ
四
』
］
甘
口
姫
桿
冒
｛
｝
〕
の
ｍ
回
国
営
⑦

Ｑ
厨
司
甘
弄
○
尚
の
色
歸
四
房
四
〕
国
昌
司
吟
画
夛
『
騨
切
・
厨
○
国
す
⑦
Ｑ
Ｐ
い
ぼ
冒
包
尾
○
七
面
○
ず
』
四
．

月
毎
ｇ
①
易
旨
Ｏ
Ｑ
⑦
卸
昌
蔚
己
８
島
忌
目
昏
⑦
㈹
で
匙
①
冒
甘
芝
麗
彦
昌
包
８
で
ず
○
宮
四
◆
少
冒
Ｏ
ｓ
ｑ
ｏ
ｏ
旨
。
旨
い
旨
旨
芝
○
匡
匡
ず
①
昏
胃

（
ず
厨
①
も
』
Ｑ
２
ご
甘
貝
〕
一
曲
げ
《
ず
四
ぐ
の
ず
ゆ
①
旨
員
〕
四
底
い
目
四
口
計
〕
ロ
画
巨
①
旨
Ｎ
四
○
○
国
、
芦
旦
⑦
門
出
目
的
［
｝
局
く
色
目
○
ロ
、
で
○
』
国
許
唖
ｍ
Ｏ
｛
鰯
夢

追
記
本
稿
を
記
し
た
後
に
岩
田
明
氏
か
ら
「
菖
蒲
氏
年
代
記
」
（
余
目
町
史
資
料
第
一
号
所
収
）
の
教
示
を
受
け
た
。
そ
れ
に
は
「
享
保
七
年
五
月
よ
り

酒
田
に
て
や
く
病
は
や
り
四
千
人
余
死
郷
中
に
て
も
は
や
る
」
と
あ
る
。
筆
者
の
推
定
通
り
、
「
や
く
病
」
つ
ま
り
「
疫
病
」
と
の
詮
あ
っ
て
、
「
狂

犬
病
」
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
８
）
呉
建
、
坂
本
恒
雄
著
沖
中
重
雄
改
訂
内
科
書
（
中
）
南
山
堂
昭
和
三
十
七
年
三
頁

（
９
）
誉
田
慶
思
、
横
山
昭
男
山
形
県
の
歴
史
県
史
シ
リ
ー
ズ
６
山
川
出
版
社
昭
和
四
十
五
年
一
三
六
頁

○
自
画
ご
国
官
Ｑ
①
日
旨
《
（
○
の
彦
四
禺
四
穴
匡
》
》
庁
画
鼻
ｏ
ｏ
ｇ
員
①
Ｑ

画
計
の
四
丙
四
計
画
胃
］
』
『
四
画

ご
く

酔
匡
８
日
○
夛
白
少
弓
の
己
嗣
閂
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